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論文内容の要旨
本論文は，円形スパイラル筋を用いたコンファインドコンクリートの利用によって高靭性を，またプ
レストレスの利用によって高復元性を付与するプレストレスト鉄筋コンクリート(以下PRC と略記)
円形柱部材の設計法を確立するための基礎資料を得ることを目的として，同 PRC円形柱部材および同
柱と梁とで構成される接合部などの架構要素の大変形塑性域における多数回繰り返し荷重下での力学性
状を実験的，解析的に調べたものである。本論文は以下の 8 章によって構成されている。
第 1 章では，本研究の背景を概観し，本研究の目的および、本論文の構成について述べている。
第 2 章では，円形スパイラル筋を用いた実大に近い，総計23体の PRC円形柱部材の大変形塑性域に
おける多数回正負交番繰り返し荷重下での実験結果について考察し，本PRC円形柱部材の基礎的な力
学性状を明らかにしている。
第 3 章では， PRC円形柱の繰り返し荷重下での塑性ヒンジ領域における曲げモーメント一曲率関係
を推定するための逐次繰り返し解析法を提示し，第 2 章の実験結果との比較検討から，同解析法が繰り
返し荷重下での曲げモーメント一曲率関係を良好に推定することを明らかにしている O
第 4 章では， PRC円形柱におけるひびわれ耐力，終局曲げ耐力などの諸耐力に関する算定式を誘導
し，それら算定式が実験結果を精度よく評価することを示し，さらに， RC円形柱と PRC円形柱の終
局時での軸力一曲げ耐力相関関係の関連'性について考察し， PRC円形柱の同相関関係がRC円形柱の
それから簡単に導けることを示している。
第 5 章では，繰り返し荷重に対して PRC円形柱が安定した挙動を示す変形の限界を簡単に推定する
相当単調曲げ解析法を提案し，本PRC円形柱部材の繰り返し荷重下における安定限界変形におよぼす
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諸要因の影響を考察している O
第 6 章では， PRC円形柱の繰り返し荷重下での復元性をはじめとする履歴ループ特性に関する実験
結果を，第 3 章に提示した逐次繰り返し解析法が良好に推定することを示し，さらに，同解析法を用い
て，本PRC円形柱部材の履歴ループ特性におよぼす諸要因の影響を考察している。
第 7 章では，円柱を用いる骨組の力学性質に重要な影響を与える梁一円柱接合部の力学性状を実験的
に調べている。
第 8 章では，本研究で得られた主な結論をまとめ，今後の課題について述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は， (i) コンブァインドコンクリートの利用によって高靭性性能を，また(誼)プレストレ
Xの導入によって中程度の地震に対してはほぼ原形に戻り，大地震に対しては修復再利用を可能とする
ような復元性を付与することを目的としたプレストレスト鉄筋コンクリート (P R C) 柱部材に関する
実験的，解析的研究で，同部材の設計法を確立する上で不可欠な次のような重要な成果を提示している。
(1) 円形スパライル筋によるコンブァインドコンクリートを用いたPRC円形柱は，大変形塑性域にお
ける多数回繰り返し荷重に対して画期的な靭性ならびに耐力安定性(繰り返し荷重による耐力低下が極
めて少ないこと)を示すことを明らかにしている。
(2) PRC円形柱の終局曲げ耐力についての取り扱いやすい算定式，および同柱の終局時の軸力 曲げ
耐力相関関係を，対応する RCの円形柱から誘導する方法などを提案している。
(3) 繰り返し荷重下におけるコンクリートと鋼材の応力度 ひずみ度履歴モデル，ならびにコンクリー
トと鋼材聞の付着劣化モデルを用いた逐次繰り返し解析法を新たに考案し，同解析法によってPRC 円
形柱の復元力特性が良好に推定できることを示している O
(4) 上記の逐次繰り返し解析法のほか， PRC円形柱の繰り返し荷重下における変形の安定限界を推定
する次のような実用的な単調解析法を提案している。すなわち，同変形の安定限界の推定方法として，
コンブァインドコンクリートの繰り返し単軸圧縮試験から得られた繰り返し載荷による応力低下を考慮
する応力度一ひずみ度関係と，引張鋼材とコンクリート聞の付着劣化についての提案モデルとを用いた
単調曲げ解析法を提示し，同時に同法によってその限界をかなり正確に推定できることを示している。
(5) コンクリート構造物の耐震設計におけるキーポイントのひとつである梁_-柱接合部に対しては，主
筋に添筋を溶接する接合部内定着手法を新たに開発し，同手法と十分なせん断補強筋を用いることによっ
て，大変形塑性域における多数回繰り返し荷重に対して優れた性能を示す梁一円形柱接合部が得られる
ことを示している。
以上のように，本論文は，これからの耐震構造部材として極めて有用であると考えられる高靭性・高復元
性PRC円形柱部材ならびに同部材による接合部の設計法を確立するために不可欠な種々の知見を与え
ており，建築工学に貢献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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